
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































まず第 に， それは実体法上の請求とは異なる ｢起シタル
請求」 についての問題となるということでありまして，て，この「起シタル請求」
－事件の審判の範囲を適
しかも「起シタル請求」
法条競合並びに請求権競合の理論により，につき，
切に限定しよ
の範囲は，圭
うとする意図が所論の背景に加わる。
当事者， 時として裁判所の意思が加わる。 これ等の諸点を考慮し
て訴訟法独自の立場において，
たのであります。
これ等の競合理論の訴訟法的修正を試象てき
訴訟上の請求（中村宗雄）２３
あとがき
父は論文を書くとき， 予め相当詳細なメモを作成し， これによって原稿を
録音テープに吹ぎ込んだ上，それを助手に復文させ，その原稿に手を入れる
という方法をとっていた。
故人が国立台湾大学の察章麟教授の祝賀論文集に寄稿すべ<，本稿は， 録
音テープに吹ぎ込んだものを復文した形における 論文である（記録によれば
本稿Ｉ，Hの部分は昭和49年６月23日に，Ⅲの部分は同年７月14日に録音したもので
ある)。父は，本稿と並行して，
の目的''その巨視的研究」を幸
さぎに国士館法学第８号に掲載した ｢"訴訟
を執筆しており，それが完成したら，この原稿に
&手を入れるよう予定を立てていたのだが， 遂にそのことがなされないまま
に終ってしまった。本人が生きていれば， 本稿も，おそらくその原型をとど
このように，本稿は，いわば未完めないまでに手を入れられたものと思う。
成の作品であるが， 国士館大学比較法制研究所が紀要を刊行するに当たり，
貴重な紙面を提供して下さるとの厚意あるお申し出のあったのを機会とし，
引用されている外国の文献を補充した上，了解し難い若干の個所に手を加え]
印刷に付することとした。
この論文には，はじめ「訴訟上（｢訴訟上の請求，起したる請求，その範囲，個数並
おそらく，その表題にふきわし
かし，録音に残された原稿は，
という表題がつけられていた。ぴに同一性」
い論述を構想していたものと考えられる。 し し，
故人の意図を'付度しそれとはややニュアンスの異なったものになっている。
っっ，表記のように表題を改めることとした。
昭和51年６月
中村英郎
